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1. はじめに 

今、インターネット上で Web アプリケーション

が普及し、クラウドコンピューティグが注目され

るなど、ソフトウェアのサービス化が促進されて

いる。エンドユーザになじみのある Web ブラウザ

をユーザインタフェースとする Web アプリケーシ

ョンに関して、我々の過去の研究では、コンポー

ネントベースの技術としてのアプリケーションフ

レームワークとビジュアルモデリング技術を用い

て、ユーザインタフェースおよび比較的簡単なデ

ータベースを構築する方法を実現してきた。しか

しながら、ビジネスロジックに関しては、頻繁に

変更を伴う保守に対応することが重要になるとい

う観点から、ビジネスモデルの実装方式を研究し

てきた。 

図 1．エンドユーザ主導開発のアプローチ 

 

2. エンドユーザ主導開発 

基本的なアプローチを図１に示す。UI、ビジネ

スロジック、DB を基本的な構成要素とするアー 

 

†明治大学理工学研究科基礎理工専攻情報科学系 

ソフトウェア工学研究室、Meiji University 

キテクチャを前提にアプリケーションを作成する。

本研究を通じてのエンドユーザ主導開発の主要な

課題として、多様なビジネスロジックの定義方法

とその実装方式があげられる。これまで、スクリ

プト言語の開発、ルール表現の導入などを試みて

きたが、プログラミングの概念は必要である。最

近では、特定分野対応のタイルテンプレートを組

み合わせて業務処理を記述する方法で問題の解決

を図ったが、十分なテンプレートの集合を用意す

るという課題はある。本報告では、データベース

と関連付けたビジネスロジックの実装方式につい

て述べる． 

図 2．不用品再利用システムの画面遷移図 

 

3. 2 種類の基本的アーキテクチャ 

3.1 例題の概要 

今回、ビジネスロジック分析のため、不用品再

利用システムを例題としてとりあげ、C＃で試作し

た。昨今、情報技術(IT)を応用して持続可能な社

会のための環境保護に貢献する(Green-by-IT)が期
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待されており、地方自治体が運営する地域住民の

ための不用品再利用サービスやローカルに運営さ

れる不用品再利用のための中古物品の販売店に関

して、もしその担当者自身が Web サイトとして立

ち上げることができれば、大きな効果が期待でき

る。構築方式は二つ案があって、其々は従来方式

と MVC モデル方式である。図 2 は不用品再利用シ

ステムの画面遷移図であり、以下の機能を含む。 

(1)メールアドレスにおける本人チェック 

(2)ユーザ登録及び情報変更 

(3)不用品の登録及び更新 

(4)不用品の検索及び申請 

(5)受け取り希望者の決定処理 

3.2 基本設計 

従来方式は、ASP.NET の開発環境において３層

アーキテクチャを採用しており、最も典型的な構

築方式である。図 3 は従来方式を利用したシステ

ムの構成図である。ASP.NET では HTML に出力す

る GUI 要素とページの制約処理は別々のファイル

に分割することが推奨されている。 

図３．システム構成図(従来方式) 

 

3.3 MVC モデルによるシステムの構築 

近年、Web アプリケーションの開発技術が発展

してきて、従来方式の ASP.NET Web Forms に代わ

り、ASP.NET MVC モデルをベースにした Web 開発

が盛んになってきた。MVC モデルベースの不用品再

利用システムのシステム構成図を図４に示す。 

 

図４．システム構成図(Asp.Net MVC) 

 

3.4 ビジネスロジックの考察 

不用品再利用システムにおいては不用品の申請

に対する受付処理があり、流れ図は図 5 のように

なる。この例からも、判断が多くなるとビジネス

ロジックの複雑さも高まっていくことがわかる。 

 
図 5．申請及び確定の仕組 

 

4. ストアドプロシージャによる記述 

以上に述べてきた２種類のシステムの構成に関

して、エンドユーザによるビジネスロジックの定

義を支援するという観点でみると、ビジネスのロ

ジック処理は、従来方式と MVC モデル方式のいず
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れの場合も、ビジネスロジックの処理はあらゆる

ところに含まれている。 

本研究においては、ビジネスロジックを反映し

やすいデータベースの処理に注目し、データベー

スプログラミングを１つの支援方式として取り上

げる。代表としての技術はストアドプロシージャ

である。ストアドプロシージャの利点は頻繁に DB

のアクセスを行う処理から解放する。手続き型ス

テートメントとセット指向ステートメントの両方

を組み合わせたものであり、極めて複雑なビジネ

スルールにも対応できる。複雑すぎて他の制約で

は実現できなかったものや、セット指向的な処理

が混在しているものなども、ストアドプロシージ

ャの形で実装できる。 

4.1 典型的なビジネスロジックの説明 

例題として取り上げた不用品再利用システムで

のビジネスロジックの定義を考えると、システム

の利用者や取り扱う対象や処理の制約などをサー

ビス提供者（エンドーユーザ）が検討していくも

のである。ここでは、人やシステムに対して特定

の条件下でアクションを引き起こすもので、「もし

～ならば～する」と表現される典型的なビジネス

ロジックとして、次の３つを取り上げる。 

(1)もし、登録者がすでに不用品登録数の上限(例

えば 5 個)の不用品を登録していれば登録を断る。 

(2)もし、一定時間経過後にある品物を希望する

ユーザが複数であればリストから当選者を決め

る処理を行う。 

(3)もし、不用品登録後、一定期間内(例えば 3

か月)経過したものがあれば削除処理を行う。 

この三つの例について、まずはプログラムによ

る実装方式を考えて見よう。一番目の例はユーザ

の登録制限であり、プログラムの処理においては、

まずそのユーザに関連したデータをデータベース

から取り出して登録数をチェックし、５個以上の

場合は登録不可の処理を行い、５個未満の場合は

登録処理を行う。DB のアクセスはステップの数と

比例している。その次の 2 番目と 3 番目の例はデ

ータベースの一括処理を要求していると考えられ

るので、実際にプログラムの実装手順は其々以下

の通りである。 

希望者のリストから当選者を決める処理 

STEP1:希望者のリストを作る 

STEP2:ランダム関数を利用して当選者を決める 

STEP3:当選者に送信する、当選者以外の人にも 

送信する 

STEP4:当選者の申請情報を更新、当選者以外の人 

の申請情報を削除する 

不用品登録後、一定期間内(例えば 3 か月)経過

したものを削除処理は次のようになる。 

STEP1:登録日付をチェックし、削除リストを作る 

STEP2:削除リストを確認し、削除処理を行う。 

ステップ毎に DBアクセスを行う必要があるので、

ビジネスロジックによるステップ数が増えれば増

えるほど、DB アクセスの頻度も上がっていく。そ

こで、ビジネスロジックを反映するビジネスルー

ルの処理をデータベースに持っていった場合につ

いて、次に検討する。 

4.2 ストアドプロシージャ 

ストアドプロシージャを利用してビジネスロジ

ックを実現する。4.1 に示した提案の一番目は DB

側に持って行くと、その実装内容は以下のように

なる。 

実装の例: 

ALTER PROCEDURE 

[dbo].[ap_CheckNumberGoodsbyUser] 

@count INT = 0、 

@user_No varchar(50)、 

@IsAlowed Bit OUTPUT 

AS 

BEGIN 

SET NOCOUNT ON; 
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select @count = COUNT(*)  

from dbo.User_Tbl u、dbo.Goods_Tbl g  

where g.User_No = u.User_No  

And u.User_No = @user_No 

if  @count >= 5  

begin  set @IsAlowed = 0 

select * from dbo.Goods_Tbl 

where user_no = @user_no  

end 

else  set @IsAlowed = 1 

END  

 

開発環境はSQLServerであるので、CLRデータベ

ースオブジェクトを作成してプログラムの統合を

行う。CLRは(Common Language Runtime:共通言語

ランタイム)の略である。 

プログラムの代わりに処理をDBに持っていくこ

とによってプログラムの処理は軽くなってその後

のメンテナンスもより容易になる。SEにとっては

簡単でありがたい話だと思う。エンドユーザ主導

の立場から言うと、これからいくつかの解決しな

ければならない課題が存在している。 

4.3 ストアドプロシージャの自動生成 

エンドユーザ（業務の専門家）は通常の業務に

パソコンを利用しているが，プログラミング言語

の知識はない。そこで，ストアドプロシージャの

自動生成及びエンドユーザによるカスタマイズ化

を実現することが必要になる。その方式として，

今回のストアドプロシージャの記述例の考察に基

づき，関数の概念や論理構造(判断，ループ)など

を合わせてコンパイラツールを作成する方式など

が考えられる。 

 

5. おわりに 

本稿では、エンドユーザ主導開発におけるビジ

ネスロジックの実装方式の研究の一環として、２

つの実装方式を採用し、不用品再利用システムを

例題とするアプリケーションを試作した。しかし、

ビジネスロジックはいろいろな理由でプログラム

のあちこちに存在しているため、新たにストアド

プロシージャプログラミングの提案をした。そう

することによって、技術課題を特化し、エンドユ

ーザ主導開発の実現可能に近づけると考えられる。 

今後は、4.3 に述べたストアドプロシージャの自

動生成を実現するために、ビジュアルツールの開

発を検討していく。 
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